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１．プロジェクト名 

植物の光ストレスと環境応答の統合理解に関する資源植物科学協働研究の展開 

 

２．プログラムコーディネーター 

資源植物科学研究所（環境生命科学研究科兼担）・教授・坂本 亘 

 

３．プロジェクトの構成 

海外 PI 候補者：Prof. Dr. Michael Hippler, University of Münster 

所属部局：資源植物科学研究所 

協力部局：環境生命科学研究科、異分野基礎科学研究所 

参加教員： 

加藤裕介（植物研・助教） 

高橋裕一郎・沈建仁（異分野基礎科学研・教授） 

 

４．プロジェクトの研究内容 

本プロジェクトでは、植物研が共同利用・共同研究拠点として進める「植物遺伝資源・ス

トレス科学」研究の主要テーマである大気環境ストレスに着目し、光合成による植物の成

長を抑制する光阻害とそれらの回避メカニズムを統合的に理解する協働研究体制を構築す

る。専門家として招へいする海外 PI の Hippler 教授を中心に、植物研が持つ光合成研究

リソースの充実化を図るとともに、資源植物科学研究所だけでなく、環境生命科学研究科

および異分野基礎科学研究所に所属する植物の光ストレス関連分野の若手研究者の育成お

よび研究力向上を目指し、分光光度解析、高精度プロテオーム解析、構造化学解析を発展

させた植物科学拠点の一翼を担う国際研究プラットフォームを立ち上げる。 

 

植物・藻類・シアノバクテリアが行う酸素発生型光合成は、光エネルギーを利用して二酸化

炭素と水から炭水化物を生成する複雑な反応系である。光エネルギーの吸収と酸化還元エ

ネルギーへの変換過程は、光合成反応において最も重要で、その構造と機能の解析は基礎研

究だけでなく応用研究にもつながる。特に最近は、光合成のエネルギー転換反応の基礎理解

に限らず、日々刻々と変化する日照や温度が光合成反応の抑制作用となる光阻害の研究が

スポットライトを浴びつつあり、これらの統合的な理解が作物生産、地球環境保全など人類

の持続的発展にも重要であると認識されてきた。このような観点と、植物研では大気環境ス

トレスを植物の主要ストレスと捉えている観点から、本研究では「光ストレス」に特化した

研究体制を構築し、分子生物学、生化学、錯体化学、物理化学などの学際的な手法を駆使し



 

た、構造・機能・生合成・再構築の解明を格段に進めることを目的とする。 

 

 


